
 

同志社女子大学宗教部 

 

2026年度宗教部年間テーマ 

 

「150年の恵みをつなぐー良心の声に聴き、共に平和な未来へー」について 

 

宗教部では毎年、本学において宗教教育活動や各種行事を行うに際して、その活動方針とも

言うべき「年間テーマ」を定めています。この「年間テーマ」は前年度の宗教部主任会におい

て議論して決定されるものです。 

今年度の年間テーマは「150年の恵みをつなぐ－良心の声に聴き、共に平和な未来へー」と

しました。2026 年 10 月 24 日、いよいよ同志社女子大学は創立 150 周年の大きな節目を迎え

ます。本学のルーツである女子塾（京都ホーム）は、キリスト教の精神を土台とし、教師と生

徒が一つの家族の様に支え合って、共に学び、共に生活する、ぬくもりに満ちた場でした。そ

の後、150年の間には、存続の危機といえる数々の困難もありましたが、本学が無事に守られ

て歴史を重ね、互いを思い合い支え合う良き伝統をしっかりと受け継ぎ、今に至るのは本当に

大きな恵みです。 

一方、創立から 150年を経て、私たちは日々様々な現代的な課題に直面し、どのような未来

に向かって歩もうとするのかを、強く問われてもいます。特に、災害、戦争・紛争、環境問題

など、国内外で命や平和にかかわる事態が多くあるのは心の痛むことです。 

このような状況の中、宗教部では、創立者新島襄が同志社において「キリスト教主義による

徳育」により「一国の良心」となる若者を育てることを目指したことを、改めて重く受け止め

ています。今何を為すべきかと「良心の声に聴き、共に平和な未来へ」と向かう、そのような

新たな歩みを力強く為すために、日々の礼拝やキリスト教行事など、「150年の恵みをつなぐ」

諸活動を、新たな思いをもって誠実に取り組んでまいりたいと考えています。 

改めてとなりますが、本学教職員のみなさまにおける宗教部活動へのご理解・ご協力、何卒

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


